
午前の部平 成 ２ ９ 年 度 第 １ 回
法規・設備及び設備管理電気通信主任技術者試験問題

注 意 事 項
１０時００分１ 試験開始時刻

２ 試験科目別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻

１１時２０分「法規」のみ １ 科 目

１１時４０分「伝送交換設備(又は線路設備)及び設備管理」のみ １ 科 目

１３時００分「法規」及び「伝送交換設備(又は線路設備)及び設備管理」 ２ 科 目

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試験問題
試 験 種 別 試 験 科 目

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ ペ ー ジ

法 規 ８ ７ ６ ６ ６ 1～13
伝送交換主任技術者

伝送交換設備及び設備管理 ８ ８ ８ ８ ８ 14～28

法 規 ８ ７ ６ ６ ６ 1～13
線 路 主 任 技 術 者

線路設備及び設備管理 ８ ８ ８ ８ ８ 29～43

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。(1)

受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。(2)

生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の｢０｣もマークしてください。(3)

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。(1)

｢法規｣は赤色(左欄) 「伝送交換設備(又は線路設備)及び設備管理｣(｢設備及び設備管理｣と略記)は緑色(右欄)です。、

解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてください｡(2)

ので、使用しないでください。① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されません

二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。② 一つの問いに対する解答は一つだけです。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。

免除の科目がある場合は、 科目欄は記入しないでください。(3) その

(4) 、あなたが を○で囲んでください。(試験種別は次のように略記されています。)受験種別欄は 受験申請した試験種別

① 『伝 送 交 換』伝送交換主任技術者は､

② 『線 路』線路主任技術者は、

試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。(5)

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。

(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号 解答の公表は７月１２日１０時以降の予定です。

(控 え) 合否の検索は７月３１日１４時以降可能の予定です。

(今後の問い合わせなどに必要になります。)
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試 験 種 別 試 験 科 目

線路主任技術者 線路設備及び設備管理

問１ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、光線路設備に用いられる光ファイバケーブルの構造、特徴などについて述べたも

のである。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を

記せ。 (２点×４＝８点)

光ファイバケーブルは、メタリックケーブルと比較して、低損失、広帯域、細径・軽量など

の特徴を持ち、中継系光線路設備及びアクセス系光線路設備に幅広く用いられている。

中継系光線路設備に用いられる光ファイバケーブルには、４心光ファイバテープ心線を用い

たスロット構造を持ち、誘導対策を不要とするため、ケーブル部の構成材料全てを (ア)

したＩＦケーブルがある。

一方、アクセス系光線路設備に用いられる光ファイバケーブルには、面的に広がる多くのユー

ザに光ファイバ心線を効率的に配線するため、高密度、かつ、多心であることが要求される。

そのため、アクセス系光線路設備のうち、幹線系の地下区間においては、４心光ファイバテー

プ心線又は８心光ファイバテープ心線を各スロットに積層して収容し、押さえ巻に吸水テープ

を施して水走り防止構造とした非ガス保守用の (イ) ケーブルが用いられている。

また、配線系の架空区間においては、光ファイバケーブルの中間後分岐やユーザ宅への引込み

のための接続作業が頻繁に発生するため、光ファイバテープ心線を容易に取り出せる (ウ)

のスロット構造を持つケーブルなどが用いられている。

さらに、光ファイバケーブルには、外的環境から光ファイバを保護するためにシースが施さ

れている。屋外用のシースの一つとして、アルミテープとポリエチレン外被を一体化して機械

的強度及び防水・防湿性能を高めた (エ) シースがある。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 高強度化 ② ＰＥ ③ ＷＢ ④ ハロゲンフリー化

⑤ ＳＺ撚り ⑥ ＪＦ ⑦ ＦＲ ⑧ 間欠接着型
よ

⑨ カッド撚り ⑩ ＬＡＰ ⑪ ＨＳ ⑫ ノンメタリック化

⑬ 二重外装化 ⑭ ＣＳ ⑮ ＰＶＣ ⑯ ノッチ付き
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(２) 次の文章は、光通信システムに用いられる光デバイスの機能、特徴などについて述べたもので

ある。 内の(オ)、(カ)に最も適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その

番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 光受動デバイスの機能、特徴などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(オ) である。

<(オ)の解答群>

① アレイ導波路回折格子(ＡＷＧ)は、長さの異なる複数の光導波路から構成され、

多光束の干渉を利用するものであり、ＤＷＤＭシステムにおける光合分波器などに

用いられている。

② ファイバブラッググレーティング(ＦＢＧ)は、光ファイバのコアの屈折率を周期

的に変化させたものであり、光サーキュレータと組み合わせることで光合分波器を

構成することができる。

③ 誘電体多層膜フィルタは、基板上に屈折率の異なる誘電体層を多段に積層し、層

境界での反射光の干渉により特定の波長域の光を透過又は反射させるものであり、

バンドパスフィルタなどに用いられている。

④ 光アイソレータは、電気光学効果による屈折率の変化を利用して、入力側から出

力側には光が通過するが、その逆向きの光の通過を妨げるものであり、反射戻り光

を遮断することにより光源を安定化させることができる。

(ⅱ) 発光デバイスの構造及び特性について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 誘導放出を利用する発光素子であるＬＥＤの発生光はコヒーレントであり、一方、自然放

出を利用する発光素子であるＬＤの発生光はインコヒーレントである。

Ｂ 光通信システムにおいて、光源の発光スペクトル幅が広いほど符号間干渉が大きくなり、

符号誤りが生じやすくなるため、高速光通信システムの光源には、一般に、ＬＥＤと比較し

て発光スペクトル幅が狭いＬＤが用いられる。

Ｃ ファブリペロー形ＬＤ(ＦＰ－ＬＤ)は、２枚の反射ミラーを対向させて構成する単一モー

ドの発光素子であり、分布帰還形の発光素子(ＤＦＢ－ＬＤ)は、活性層の近くに波状の回折

格子を形成した多モードの発光素子である。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(３) 次の文章は、光ファイバの光損失の要因と分散特性などについて述べたものである。

内の(キ)、(ク)に最も適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。

(３点×２＝６点)

(ⅰ) 光ファイバの光損失の要因について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① 光ファイバ中を伝わる光が外に漏れることとは別に、光ファイバ材料自身によっ

て吸収され熱に変換されることにより生ずる損失は、吸収損失といわれ、吸収損失

は光の波長に依存しない。

② 光がその波長と比較してあまり大きくない物質に当たったときに、その光が様々

な方向に進んでいく現象により生ずる損失は、レイリー散乱損失といわれ、レイリー

散乱損失は波長の２乗に比例する。

③ 光ファイバの側方からの不均一な応力による光ファイバ軸の微小で不規則な曲が

りによって生ずる損失は、マイクロベンディングロスといわれ、マイクロベンディ

ングロスは光ファイバの軸方向の収縮に起因する変形によっても生ずる。

④ 曲げられた光ファイバ中において入射角が臨界角以上となる光が放射されるため

に生ずる損失は、曲げによる放射損失といわれ、曲げによる放射損失はコアとクラッ

ドの比屈折率差が大きいほど大きい。

(ⅱ) 光ファイバの分散特性などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ク) であ

る。

＜ ＞(ク)の解答群

① 光ファイバに用いられる材料の波長に対する散乱係数が異なることにより生ずる

分散は、材料分散といわれる。材料分散の値は、一般に、波長が長くなるほど小さ

くなる。

② 構造分散と材料分散の和は波長分散といわれ、波長分散の値は光ファイバの構造

及び材料によって決まる。構造分散の値は、光ファイバの屈折率分布の構造を変え

ることによって変化する。

③ シングルモード光ファイバの波長分散の値の単位としては、一般に、 ps／nｍ／kｍ

が用いられる。例えば、１０ ps／nｍ／kｍ とは、スペクトル幅１ nｍ の光が１０

kｍ 伝搬したとき、パルス幅が１ ps 広がることを意味する。

④ マルチモード光ファイバにおいて、各モードにおける群速度が異なることにより

生ずる分散は、モード分散といわれる。モード分散の値は、一般に、材料分散や構

造分散の値と比較して小さい。
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問２ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、海底ケーブルの敷設工事について述べたものである。 内の(ア)～(エ)

に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記

号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

海底ケーブルの敷設においては、ケーブル故障を防止するために、海底ケーブルをサスペン

ションや過張力が生じないように海底面に沿って敷設することが重要である。海底面には陸上

同様に上り、下り及びそれらが複合した斜面があり、それぞれの場所に応じた適切な長さのケー

ブルを敷設する必要がある。そのため、それぞれの海底地形に基づく適切な敷設ケーブル長を

あらかじめ計算しておくことが必要であり、この計算は、一般に、 (ア) 計算といわれる。

この (ア) 計算の結果に基づきケーブルルート上のそれぞれの海底地形に応じたケーブ

ル船の敷設速度、ケーブル繰出速度などについての詳細な計画が立てられる。敷設工事では予

定のケーブルルートに従ってケーブル船の敷設方向を制御し、同時に、この計画に基づいて敷

設速度及びケーブル繰出速度の制御を行いながら、ケーブルを敷設する。

ケーブル船には、一般に、 (イ) が備えられており、これにＤ－ＧＰＳ又はＧＰＳから

の位置情報をパラメータとして入力することにより、ケーブル船のスクリュー、舵及びスラス
かじ

タを自動調整して、ルート上の各位置で計画された敷設方向や敷設速度を高い精度で実現する

ことが可能となっている。

長距離連続敷設の場合、一般に、ケーブル敷設中のケーブル繰出速度の制御には (ウ)

が用いられる。また、浅海部において、海底ケーブルを防護するための埋設工事を実施する場

合に用いられる埋設機、ＲＯＶ(Remotely Operated Vehicle)などは、ケーブル船に装備されて

いる (エ) を使って吊り下げられて海底に設置される。
つ

<(ア)～(エ)の解答群>

① バウシーブ ② 動水勾配 ③ トランジション ④ スターンシュート

⑤ Ａフレーム ⑥ スラック ⑦ 流体加速度 ⑧ トンネルスラスタ

⑨ ＣＤ(Cutting Drive) ⑩ ＩＢＳ(Intermediate Breaker System)

⑪ ＨＤ(Holding Drive) ⑫ ＤＰＳ(Dynamic Positioning System)

⑬ ＤＣＥ(Drum Cable Engine) ⑭ ＳＬＤ(Straight Line Diagram)

⑮ ＬＣＥ(Linear Cable Engine) ⑯ ＲＰＬ(Route Position List)
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(２) 次の文章は、通信土木設備の劣化、補修などについて述べたものである。 内の(オ)～

(ク)に最も適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。

(３点×４＝１２点)

(ⅰ) マンホールの劣化とその対策などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(オ) である。

<(オ)の解答群>

① 地中水に鉄やマンガン成分を含む臨海埋立地などに設置されるマンホールは、嫌

気性バクテリアなどにより生成される硫化水素でコンクリート壁が浸食される場合

がある。

② マンホール内の金物の腐食には、異なる種類の金属材料が電気的に接触して生ず

る異種金属接触腐食、狭い隙間の内部に生ずる隙間腐食などがある。

③ 車両が走行する際に生ずる衝撃によるマンホール鉄蓋の跳ね上がり、ガタツキ、

蓋鳴りなどに対する防止策としては、テーパ型の鉄蓋と比較して、鉄蓋と受枠との

間に隙間が生じにくい落とし込み型の鉄蓋を用いる方法がある。

④ マンホール躯体のひび割れ、破損などの補修には、ひび割れや破損した箇所をＶ
く

字形に斫り、無収縮急結セメントの充塡及びエポキシ系樹脂の塗布により補修する
はつ

方法がある。

(ⅱ) 通信土木設備の診断、補修などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ コンクリートの劣化の程度を診断するためには、コンクリート構造物の劣化現象からその

劣化機構を特定しなければならない。劣化機構の一つとして、本来アルカリ性であるコンク

リートが外部環境の影響を受けてアルカリ性を失う現象は、ブリーディングといわれる。

Ｂ 硬質ビニル管の扁平部を管路内から加熱溶融して除去するとともに、油圧を利用して熱硬
へん

化性樹脂の内管を管路内に引き込み、矯正・補強する方法をとるものは、ビニル管扁平矯正

工法といわれる。

Ｃ 錆腐食が進行して劣化した金属管路の内面に樹脂薄膜を形成することによって補修する方
さび

法をとるものは、管内面ライニング工法といわれる。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(ⅲ) 近接工事による通信土木設備の設備事故防止などについて述べた次の文章のうち、正しいも

のは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① 近接工事による設備事故を防止するためには工事情報の把握が重要であり、道路

管理者に対する道路使用や警察署に対する道路占用などの許可申請書において、埋

設物企業者の埋設物確認の証跡添付を許可条件とした埋設物確認制度などが制度化

されている。

② 通信土木設備に近接して工事が実施される場合、道路交通法及び建設業法施行令

において現場立会が義務付けられている。

③ とう道設備に近接して掘削が行われる場合、事故が発生したときの復旧が難しい

ことから、管路設備の場合と異なり、近接工事の影響を定量化する影響解析を行う

ことなく防護対策を施し、その防護対策の効果を確認する計測管理のため、トラン

シットによる内空変位量などの計測が行われる。

④ 管路設備に近接して掘削が行われる場合の影響範囲は、掘削深さ、土の内部摩擦

角及び離隔距離によって決まる。開削工事の場合には離隔距離によって防護対策を

変えることとされている。

(ⅳ) 通信土木設備の埋設物探査方法などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、

(ク) である。

<(ク)の解答群>

① 電磁波レーダ法は、埋設管の電気特性が伝搬媒体である周辺の土と異なるもので

あれば、埋設管の材質は金属、非金属ともに探査可能である。

② 電磁波レーダ法では、地表面に置かれた送信アンテナから地中に向けて電磁パル

スを放射し、電気特性が異なる界面で発生する弾性波を受信アンテナでとらえるこ

とにより、弾性波の減衰量から埋設物の位置や深度が算出できる。

③ 電磁誘導法による探査は、周辺環境に起因する２次誘導が発生することはなく、

他の金属管や誘導体の影響を受けないという特徴を有している。

④ 電磁誘導法による探査は、地中の金属媒体に誘導電流を流して金属媒体から発生

する誘導磁界を地上から計測するものであり、一般に、地中の空洞も計測できる。
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問３ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＯＴＤＲの機能と特徴について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に

最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

ＯＴＤＲは、光ファイバにパルス光を入射し、入射端に戻ってくる微弱な光を検出すること

により、光ファイバの伝送損失、光コネクタの接続損失や反射減衰量などを測定するものであ

る。ＯＴＤＲの測定波形は、横軸に距離、縦軸に損失をとり表示される。

光ファイバの伝送損失波形は、左上から右下に傾斜して表示される。また、光ファイバの両

端及び光コネクタ接続箇所では、一般に、 (ア) による尖頭パルス波形が観測される。
せん

ＯＴＤＲを用いた光ファイバの接続損失測定では、波形の段差により接続損失が表示される

が、接続された２本の光ファイバの (イ) の違いにより真の接続損失と異なる見かけ上の

接続損失が測定される場合がある。その場合、接続点の両側からＯＴＤＲ測定を行い、それぞ

れの接続損失の平均を求めることにより真の接続損失を得ることができる。

一方、ＯＴＤＲの仕様において、一般に、光出射端近傍の後方散乱光レベルからＳＮ比が

(ウ) となるノイズフロアまでの後方散乱光強度が測定できる範囲はダイナミックレンジ

といわれ、このダイナミックレンジを大きくするには、パルス光のパルス幅を広くすればよい

が、パルス幅を広くするほど (エ) が低下し、デッドゾーンが広がることから用途に応じ

てパルス幅を設定する必要がある。

<(ア)～(エ)の解答群>

① １ ② 長さ ③ ラマン散乱 ④ フレネル反射

⑤ ２ ⑥ 消光比 ⑦ ブラッグ反射 ⑧ 後方散乱係数

⑨ ３ ⑩ Ｑ値 ⑪ 空間分解能 ⑫ ブリルアン散乱

⑬ ６ ⑭ 雑音指数 ⑮ クラッド非円率 ⑯ コア／クラッド偏心量
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(２) 次の文章は、通信線路設備の劣化要因とその対策などについて述べたものである。

内の(オ)、(カ)に最も適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。

(３点×２＝６点)

(ⅰ) 線路設備の腐食及び劣化の原因、それらの対策などについて述べた次の文章のうち、正しい

ものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① 溶融亜鉛めっきが施されている装柱金物類は、塩害地や高濃度の硫化水素を生ず

る温泉地に設置しても赤錆はほとんど発生することはなく、亜鉛めっきが消失し鉄
さび

素地の腐食や破断に至ることもないため、メンテナンスフリーが実現されている。

② 強風地では、ケーブルの振動によって吊り線が吊架部で繰り返し曲げられ疲労破
つ ちよう

断することがある。対策としては、ラインガードやセパレータを用いる方法が有効

である。

③ コンクリート柱では、コンクリート中に含まれる水分が凍結及び融解を繰り返す

ことでコンクリートが劣化し、表面に亀甲状のひびや縦ひび割れを生ずる場合があ

る。このような劣化現象は、一般に、クリーピングといわれる。

④ 腐食が激しい環境で使用する鋼管柱の腐食対策としては、ステンレス鋼板により

補強されたＡＥ鋼管柱などへ更改する方法があり、地際部の軽微な腐食に対しては、

支線アンカに用いられるオーバクリート工法による補修方法がある。

(ⅱ) 線路設備に用いられる金属用品の腐食対策などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(カ) 。

Ａ 電食とは逆の現象、すなわち電流を金属に流入させることにより腐食を防止する方法は、

電気防食といわれ、専用の電源装置を用いる方法と、亜鉛やマグネシウムなどの流電陽極を

取り付けて金属間のイオン化傾向の差を利用する方法に大別される。

Ｂ 高耐食性金属材料としては、ステンレス鋼やアルミニウムのようにイオン化傾向が低く本

質的に腐食しにくいもの、銅のように不動態といわれる緻密な被膜を形成するものなどがあ

る。

Ｃ 有機溶剤や水などの溶媒を用いない粉末状の塗料により塗装を行う方法は、粉体塗装とい

われ、塩害地などの高腐食環境下でも優れた防食性能を発揮する。亜鉛めっき鋼材に粉体塗

装する場合、一般に、工事現場でプライマー処理を施し、コーティング加工される。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(３) 次の文章は、通信線路設備の保守作業などについて述べたものである。 内の(キ)、

(ク)に最も適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。

(３点×２＝６点)

(ⅰ) 通信用架空ケーブルの地上高などの点検結果及びその判定について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① 道路上で横断歩道橋のない箇所にある架空ケーブルの高さを点検したところ、路

面からの高さは、５.５ ｍ であった。点検結果より当該架空ケーブルは規定の高さ

を満たしていると判定できる。

② 道路上にあり、かつ、横断歩道橋の上にある架空ケーブルの高さを点検したところ、

横断歩道橋の路面からの高さは、２.５ ｍ であった。点検結果より当該架空ケーブ

ルは規定の高さを満たしていると判定できる。

③ 鉄道を横断している架空ケーブルの高さを点検したところ、軌条面からの高さは、

６.５ ｍ であった。点検結果より当該架空ケーブルは規定の高さを満たしていると

判定できる。

④ 架空ケーブルを支持している電柱と当該電柱に架設されていない低圧の強電流電

線(低圧電線)との間の離隔距離を点検したところ、０.５ ｍ であった。点検結果より

当該電柱と当該低圧電線との間の離隔距離は規定を満たしていると判定できる。

(ⅱ) 高所での保守作業、足場金具の取付位置、建設工事における交通対策などについて述べた次

の文章のうち、正しいものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① 高さが２ ｍ 以上の箇所で作業を行う場合において、強風、大雨、大雪などの悪

天候のため、当該作業の実施について危険が予想されるときは、想定される事態へ

の注意喚起などを行い、安全帯などの保護具を使用して当該作業を行う。

② 脚立を用いるときは、脚立の天板に乗って安全に作業ができることを確保するた

め、脚立の脚と水平面との角度は８５度以下とすることとされている。

③ 架空ケーブルの支持物の周囲に取扱者以外の者が立ち入らないように、柵又は塀

を設けている場合であっても、当該支持物には、取扱者が昇降に使用する足場金具

を地表上１.８ ｍ 未満の高さに取り付けてはならない。

④ 建設工事公衆災害防止対策要綱では、道路の通行を制限する必要のある場合にお

いて、道路管理者及び所轄警察署長から特に指示がない場合であって、制限した後

の道路の車線が１車線となるときは、その車道幅員は３ ｍ 以上とし、２車線とな

るときは、その車道幅員は５.５ ｍ 以上としている。
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問４ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、電気通信事故に係る事故報告制度の概要について述べたものである。

内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、

内の同じ記号は、同じ解答を示す。

なお、記述内容は、平成２７年８月２６日に総務省が公表した電気通信事故に係る電気通信事

業法関係法令の適用に関するガイドライン(第２版)に基づいている。 (２点×４＝８点)

電気通信事業者は、電気通信事業法の規定により電気通信業務の一部を停止したとき、又は

電気通信業務に関し通信の秘密の漏えいその他総務省令で定める重大な事故が生じたときは、

その旨をその理由又は原因とともに、遅滞なく、総務大臣に報告しなければならない。また、

電気通信事業者は、詳細な報告を所定の様式により、その重大な事故の発生した日から (ア)

以内に総務省に報告しなければならない。

報告を要する重大な事故は、電気通信役務の区分に応じ、その電気通信役務の提供を停止又

は品質を低下させた事故を対象に、その影響を与えた利用者数(以下、影響利用者数という。)

及び継続時間によって定められている。

例えば、緊急通報を取り扱う音声伝送役務では、影響利用者数が (イ) 以上、かつ、継

続時間が１時間以上の場合が該当する。また、緊急通報を取り扱わない (ウ) などの音声

伝送役務では、影響利用者数が (イ) 以上、かつ、継続時間が２時間以上の場合、又は、

影響利用者数が１０万以上、かつ、継続時間が１時間以上の場合が該当する。

一方、総務大臣が電気通信役務の提供の停止を受けた利用者の数の把握が困難であると認め

るときに適用する基準の一つとして、電気通信役務の停止に係る電気通信設備の伝送速度の総

和が (エ) キロビット毎秒を超えるものがある。また、携帯電話の役務については、当該

電気通信役務の停止に係る基地局について、その停止の時間帯に当該基地局の電気通信役務の

提供区域に存した利用者の数が (イ) 以上の場合と規定されている。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 公衆電話 ② １万 ③ ２万 ④ ３万

⑤ ０ＡＢ～Ｊ－ＩＰ電話 ⑥ ５万 ⑦ ２０万 ⑧ ５０万

⑨ ０５０－ＩＰ電話 ⑩ １００万 ⑪ ２００万 ⑫ １０日

⑬ 総合デジタル通信サービス ⑭ ２０日 ⑮ ３０日 ⑯ ５０日
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(２) 次の文章は、ＪＩＳ Ｚ ８１１５：２０００ディペンダビリティ(信頼性)用語について述べた

ものである。 内の(オ)、(カ)に最も適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、

その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 管理に関する用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① 信頼性実証とは、試験及びフィールドデータを基にしてアイテムの信頼性特性値

を推定する行為をいう。

② 信頼性改善とは、系統故障の原因除去、その他の故障発生確率の低減及びそれら

両者を考慮した活動によって、信頼性を向上させるための明確な意図をもって行う

プロセスをいう。

③ 信頼性・保全性サーベイランスとは、信頼性・保全性性能の要求事項が満足され

ることを保証するために行う、手続き、方法、条件、製品、工程及びサービス状況

の継続的観察並びに記録類の継続的解析をいう。

④ 信頼性・保全性保証とは、アイテムが与えられた信頼性・保全性性能の要求事項

を満たすという確証を得るのに必要な、適切で計画的、かつ、体系的な活動を実施

する行為をいう。

(ⅱ) 解析に関する用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① 故障解析とは、故障メカニズム、故障原因及び故障が引き起こす結果を識別し、

解析するために行う、故障したアイテムの論理的、かつ、体系的な調査検討をいう。

② ストレスモデルとは、下位アイテムのフォールトモード、外部事象又はこれらの

組合せのいずれかが、アイテムに与えられたフォールトモードを発生させることを

示す論理図をいう。

③ ストレス解析とは、アイテムが与えられた条件の下で遭遇する物理的、化学的又

はその他のストレスの種類とそれによる影響を決める行為をいう。

④ フォールト位置特定とは、ある保全実施単位のもとで、フォールトを発生してい

る単数又は複数の下位アイテムの種類とその部位を特定する活動をいう。
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(３) 次の文章は、修理系装置の信頼性について述べたものである。 内の(キ)、(ク)に最

も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、装置は偶発故障期間にある

ものとする。また、指数関数の値は、ｅを自然対数の底とすると、ｅ ＝１.１１、ｅ ＝１.２２、０.１ ０.２

ｅ ＝１.４９、ｅ ＝２.７２、ｅ ＝７.３９、ｅ ＝５４.６０とし、答えは、四捨五入により０.４ １ ２ ４

整数とする。 (３点×２＝６点)

装置のある一定期間の稼働状況を調査したところ、１０回の故障があり、そのたびに修理を

行った。また、この期間の動作時間の合計は２,５００時間、故障による休止時間の合計は

２００時間であった。

(ⅰ) この装置の稼働開始後１００時間経過時点における信頼度は、 (キ) ％ である。

(ⅱ) この装置の固有アベイラビリティは、 (ク) ％ である。

<(キ)、(ク)の解答群>

① ４ ② ６ ③ ７ ④ ６７

⑤ ７４ ⑥ ８２ ⑦ ９３ ⑧ ９６
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問５ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ログ管理について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適したも

のを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

ログは、ＯＳ、サーバアプリケーション、通信機器など情報システムを構成している装置が

出力する動作状況などに関する記録である。情報システムの重要度や取り扱うログ情報の機密

性を考慮して、ログ管理に関する方針を組織として定め、管理を行う必要がある。

どの装置でどのようなログを取得するかは、一般に、ログの利用目的で決める。取得するロ

グには、利用者のＩＤや (ア) 、プログラムの動作記録、ファイアウォールやＩＤＳの通

信記録などがある。

不正アクセスなどの原因究明は、一般に、複数の装置のログを突き合わせることによって行

われる。装置間での時刻のずれをなくしスムーズな調査ができるようにするため (イ)

サーバを利用して組織内の情報システムの時刻を合わせておく必要がある。

ログの保存では、ログの保存場所をそれぞれの装置とするのか、 (ウ) サーバを構築し、

ログを一元管理するかなどを決める。また、ログの保存期間がどの程度必要であるかをあらか

じめ決めておく。ログの保存には膨大な記憶容量を必要とするため、 (エ) を行うことも

考慮する。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ＳＮＭＰ ② ＳＮＳ ③ ＮＴＰ ④ パスワード

⑤ 操作記録 ⑥ ＤＨＣＰ ⑦ 公開鍵 ⑧ 暗号化

⑨ ＨＴＴＰ ⑩ ＤＮＳ ⑪ 秘密鍵 ⑫ プロキシ

⑬ ログローテーション ⑭ バックドアの設置

⑮ アクセス制御 ⑯ ｓｙｓｌｏｇ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＪＩＳ Ｑ ２７００１：２０１４に規定されている、情報セキュリティマネジメントシステ

ム(ＩＳＭＳ)の要求事項を満たすための管理策について述べた次の文章のうち、誤っているも

のは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① 全ての種類の利用者について、全てのシステム及びサービスへのアクセス権を

割り当てる又は無効化するために、利用者アクセスの提供についての正式なプロ

セスを実施しなければならない。

② 情報及び情報処理施設に関連する資産を特定しなければならない。また、これ

らの資産の目録を、作成し、維持しなければならない。

③ 情報は、業務効率、価値、重要性、及び認可されていない開示又は変更に対し

て取扱いに慎重を要する度合いの観点から、分類しなければならない。

④ 利用者の活動、例外処理、過失及び情報セキュリティ事象を記録したイベント

ログを取得し、保持し、定期的にレビューしなければならない。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

サーバを共同利用する際において、セキュリティ強化のために行うべきＩＤやパスワードの

運用方法について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 特定グループの利用者に同じ権限を持たせるときは、一般に、発行するＩＤの数を可能な

限り少なくするために、グループ内で利用する共通のＩＤを作ることが望ましい。

Ｂ 使用していないＩＤの存在を避けるために、一般に、ＩＤの管理を一元化し、定期的にこ

のようなＩＤが存在していないかどうかをチェックすることが望ましい。

Ｃ パスワードはその利用者各自が秘密に保持する必要があるが、パスワードリスト攻撃やブ

ルートフォース攻撃などに備えて、一般に、定期的にパスワードを変更することが望ましい。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

通信線路設備工事における労働安全衛生に関する法令に基づく酸素欠乏危険作業の安全管理

などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① 事業者は、第二種酸素欠乏危険作業に労働者を従事させる場合、当該作業を行う

場所の空気中の酸素の濃度を２０ ％ 以上、かつ、一酸化炭素の濃度を１０ ppm

以下に保つように換気しなければならない。

② 事業者は、第一種酸素欠乏危険作業に労働者を従事させる場合であって、作業の

性質上換気することが著しく困難なときは、防塵マスクなどの濾過式の保護具を使
じん ろ

用させなければならない。

③ 事業者は、第二種酸素欠乏危険作業においては、酸素欠乏危険作業の特別な教育

を受講した者のうちから、酸素欠乏危険作業主任者を選任しなければならない。

④ 事業者は、酸素欠乏危険作業に労働者を従事させる場合であって、労働者が酸素

欠乏症等にかかって転落するおそれのあるときは、労働者に安全帯その他の命綱を

使用させなければならない。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

建設工事の請負契約などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① 請負人は、請負契約の履行に関し工事現場に現場代理人を置く場合においては、

当該現場代理人の権限に関する事項及び当該現場代理人の行為についての注文者の

請負人に対する意見の申出の方法を、書面により注文者に通知しなければならない。

② 建設業者は、その請け負った工事を一括して他人に請け負わせてはならない。ま

た、建設業を営む者は、建設業者からその建設業者の請け負った工事を一括して請

け負ってはならない。ただし、民間工事及び公共工事のいずれにおいても、あらか

じめ、発注者から書面による承諾を得た場合はこの限りでない。

③ 形式的には労働者派遣契約の方式をとっているが、実態は請負契約の形態で業務

を行うことは、偽装請負といわれる。偽装請負の問題点としては、安全衛生などの

責任があいまいになり、危険防止措置が十分に講じられないため、労働災害が生ず

るおそれが高まることが挙げられる。

④ 請負事業主と発注者との請負契約による建設工事では、請負事業主と雇用関係に

ある労働者は、労働者派遣契約と異なり、一般に、発注者との間に指揮命令関係が

ある。



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 
なお、試験問題では、  及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 
 
(3) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 
 
(4) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 
［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい)  など 

 
(5) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 
 
(6) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 
 
(7) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 
 
(8) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 
 
(9) 法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しを表しています。 

また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(  )表記箇所の省略や部分 
省略などをしている部分がありますが、(  )表記の省略の有無などで正誤を問うような出題はしておりません。 

 


